
 

就学先へのスムーズな移行のために 

現在、堺市では、発達障害児等専門家派遣、早期支援員派遣、巡回訪問支援、４・５歳児発達相談、

支援学校のセンター的機能の活用（★自立活動アドバイザー派遣 ★教育相談・地域支援担当教員派

遣）など、様々な事業を実施しています。個別の事業の詳細については、教育委員会事務局またはこ

ども青少年局の担当者にお尋ねください。 

また、子どもの育ちや支援方法などをつなげ、切れ目のない支援を行うため、「あい・ふぁいる」（個

別支援ファイル）を作成しています。幼児の実態をつかみ就学相談へとつなげ適切な支援を受けるた

めにご活用ください。「あい・ふぁいる」については、教育委員会事務局支援教育課にお尋ねください。 

 地域のなかで安心して生活していくために

は、関係諸機関との連絡が欠かせません。保健

センターや療育施設等の関係諸機関と協力し

て切れ目のない支援を進めていくことが大切

です。 

  

次ページ：【就学相談の流れ】 
（本ページの資料出展：大阪大谷大学 小田浩伸教授講義資料） 

今回の幼稚園教育要領等の改訂では、海外から

帰国した幼児や生活に必要な日本語の習得に困

難のある幼児への特別な配慮についても記され

ています。個々の実態に応じ、指導内容や指導方

法の工夫を組織的かつ計画的に行いましょう。  

子どもたちは等しく、ほめられたい（認められたい）、

役に立ちたい、自分の意志や気持ちを伝えたい（かかわ

りたい）、学びたい（もっと知りたい）、新しいことに挑

戦したい、という願いをもっています。全ての子どもた

ちが共に学び共に育ち合う保育のなかで、子どもたちの

願いを叶えることができるよう、ナチュラルサポートを

充実させていきましょう。 

 

 


